
　

平
素
よ
り
自
治
会
活
動
に
一
方
な

ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
６
月
18
日
に
「
学
園
南

地
域
自
治
協
議
会
」
が
奈
良
市
か
ら

認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
協
働
事
業
の
一
つ
で
あ
る
「
学

園
前
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９
」

も
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
約
１
万

４
千
人
も
の
来
場
者
を
迎
え
、
お
互

い
の
絆
を
深
め
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
、

発
災
時
の
避
難
所
を
西
部
公
民
館
・

あ
や
め
池
小
学
校
と
す
る
当
地
区

外
自
治
会
と
協
調
し
、
開
設
運
営
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と

な
ど
、
皆
様
と
共
に
災
害
に
強
い
街

づ
く
り
が
一
歩
一
歩
図
ら
れ
て
き
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
区
に
居
住
の
全
て

の
方
々
（
自
治
会
未
加
入
者
を
含
む
）

の
、
自
治
協
議
会
へ
の
ご
理
解
と
ご

支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
地
区
防
災
・
防
犯
活
動

に
ご
理
解
、
ご
協
力
頂
き
感
謝
い
た

し
ま
す
。

　

災
害
に
よ
っ
て
、
毎
年
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
は

全
国
で
１
月
か
ら
８
月
に
か
け
震
度

５
以
上
が
６
回
発
生
、
台
風
等
の
豪

雨
や
防
風
に
よ
る
被
害
発
生
は
８
月

か
ら
10
月
に
３
回
も
発
生
し
ま
し

た
。
当
地
区
に
お
い
て
大
き
な
被
害

等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
災
害

は
い
つ
襲
っ
て
来
る
か
も
分
か
り
ま

せ
ん
。

　

災
害
を
避
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
は
で

き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
日
常
か

ら
隣
近
所
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
地
域
で
行
っ
て
お
り
ま
す
講
習

会
や
訓
練
に
参
加
頂
く
こ
と
に
よ

り
、
防
災
情
報
や
防
災
対
応
能
力
向

上
に
よ
っ
て
、
被
害
の
減
少
を
図
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、【
西
部
公
民
館
避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
】
が
完
成
し
、
年

末
に
各
地
区
の
防
災
会
に
配
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
併
せ
て
各

住
民
用
の
保
存
版
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
配

付
し
ま
し
た
の
で
、
災
害
時
に
活
用

で
き
る
よ
う
身
近
な
分
か
り
や
す
い

と
こ
ろ
に
保
管
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
今
年
も
新
た
な
視
点
で

防
災
・
防
犯
に
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
に
ご

協
力
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

こ
の
１
年
間
は
大
き
な
変
更
も
な

く
、
淡
々
と
行
事
を
遂
行
し
た
感
じ

が
し
ま
す
。
従
来
通
り
で
は
マ
ン
ネ

リ
化
の
方
向
に
進
み
ま
す
。
少
し
で

も
変
化
を
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
検
討
中
の
テ
ー
マ
は
「
福
祉

大
会
」
の
名
称
に
つ
い
て
で
す
。
学

園
前
ホ
ー
ル
の
定
員
一
杯
ま
で
ご
参

加
頂
き
た
く
、
若
い
方
々
の
参
加
を

ぜ
ひ
増
や
し
た
い
と
い
う
願
い
か
ら

で
す
。
福
祉
部
会
で
検
討
し
て
お
り

ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
見
守
り
活
動
で
す
。

重
要
な
テ
ー
マ
で
す
の
で
、
来
期
に

は
組
織
化
し
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
自
治
会
は
じ
め
皆
様
の

ご
協
力
な
し
で
は
実
現
し
ま
せ
ん
。

積
極
的
な
取
り
組
み
へ
の
ご
参
加
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
福
祉
活
動
）

奈
良
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

中
島 

叙
恵 

様

　

森  

恭 

子 

様

（
キ
ッ
ズ
ポ
リ
ス
活
動
）

奈
良
県
交
通
安
全
協
会

　

民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
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会

長

学

園

南

い
き
い
き
子
ど
も
会

松

岡　

忠

　

今
年
度
か
ら「
い
き
い
き
ス
ク
ー

ル
」
と
「
子
ど
も
会
」
が
合
併
し
「
い

き
い
き
子
ど
も
会
」
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
、
41
名
の
小
学
生
が
加

入
し
、
学
校
・
学
年
を
越
え
て
楽

し
く
、
仲
良
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
は
月
１
回
程
度
行
い
、
新

入
生
歓
迎
会
・
茶
道
教
室
・
デ
イ

キ
ャ
ン
プ
・
福
祉
大
会
で
の
合
唱
・

募
金
活
動
・
ク
リ
ス
マ
ス
会
・
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
な
ど

様
々
な
活
動
が
あ
り

ま
す
。
７
月
の
七
夕

ま
つ
り
や
８
月
の
ラ

ジ
オ
体
操
な
ど
は
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
ど
な
た
で
も
参
加

い
た
だ
け
る
活
動
で

す
の
で
一
度
の
ぞ
き

に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

十
分
な
活
動
が
で

き
る
の
は
、
地
域
の

皆
さ
ま
方
の
ご
理
解

ご
支
援
の
賜
物
と
、

会
員
保
護
者
一
同
、

大
変
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

　

6310034kodomokai@gmail.com

いきいき子ども会では通年で会員を募集しています。
ご興味のある方は、メールにてお問い合わせください。

学園南こ
ども園が開園しました

学園南一丁目 猿橋 裕子
大竹 昭子

ボクホベン 紀子

学園南二丁目南苑 中尾 慎一
田中 徹
岩本 清

学園南三丁目 松岡 忠
佐々木 広美

学園南三丁目北

学園南三丁目中 佐野 達
福田 惇之

学園南三丁目南

学園南二丁目

学園南一丁目Ⅱ

自治会名 氏名

岸田 文子

氏名

森岡 博

稲葉 太英子
全自治会

金澤 菜穂美

氏名 対象自治会

茶田 啓子

松岡 忠

久田 典子

学園南一丁目（1～ 8・11 番）

学園南一丁目・学園南一丁目第 2・学園前パークスイーツ

学園南一丁目（8～ 11 番）・学園南二丁目（3～ 7・
11・13 ～ 17 番）

学園南二丁目・学園南二丁目北・学園南二丁目南

学園南三丁目（5 ～ 13 番）・学園大和町一丁目 951-1 番

学園南三丁目中・学園南三丁目南

学園南一丁目（10 番）・学園南二丁目（1・2・11 ～
13 番）・学園南三丁目（2～ 4・8・13 ～ 15 番）・学
園大和町一丁目（992・1001・1003）

学園南三丁目・学園南三丁目北

学園南二丁目（7～ 11・18 ～ 24 番）

学園南二丁目南苑

担当地区（上段）・対象自治会（下段）

主任児童委員

民生・児童委員学園南支部 地域安全推進委員

※氏名はいずれも敬称略安心して暮らせる町づくりをめざします

・防犯講習会　2月2日（日）13：30
　於：西部公民館４階

・福祉大会　9月13日（日）13：30
　高齢者から児童までの集い　於：学園前ホール

・赤い羽根共同募金
　10月1日（火）・11月7日（土）
・作品展　10月5日（月）～7日（水）
　於：集会室

・アートフェスタ
　11月7日（土）～11月14日（土）
　会場：帝塚山学園18号館・大和文華館・西部

　公民館他　現代アート展＆コンサートなど

今後の主な行事予定

岡村 薦

岡本 雅恵

梶浦 きわみ

大西 長治
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９
月
16
日
（
敬
老
の
日
）
午

後
１
時
半
よ
り
西
部
公
民
会
３

階
学
園
前
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

奈
良
市
長
を
は
じ
め
多
数
の
来

賓
の
列
席
を
賜
り
、
令
和
元
年

度
第
22
回
学
園
南
福
祉
大
会

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
の
挨
拶
、
来
賓
の
紹
介

の
後
、
ま
ず
は
奈
良
市
社
会
福

祉
協
議
会
音
楽
療
法
士
の
３
名

様
に
よ
る
歌
声
に
よ
る
世
界
一

周
の
旅
で
催
し
が
始
ま
り
ま
し

た
。
皆
様
ご
存
じ
の
歌
の
素
晴

ら
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
、
思

わ
ず
会
場
か
ら
も
歌
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
音
階
の
異
な
る
ハ
ン
ド

ベ
ル
を
用
い
て
３
組
に
分
か
れ
、

全
員
で
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
る

と
会
場
は
一
体
と
な
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
・

岡
田
由
美
子
先
生
指
導
に
よ
る

地
区
の
子
供
た
ち
と
の
い
き
い

き
歌
声
交
流
と
、
岡
田
先
生
の

独
唱
に
心
を
洗
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
は
お
楽
し
み
の
抽
選

会
。
当
選
番
号
を
呼
ば
れ
る
た

福
祉
大
会
開
催 

！

び
に
一
喜
一
憂
し
て
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

来
年
度
も
皆
様
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
ご
参
加
い
だ

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

第22回

第 40 号

　例年、赤い羽根共同募金・日本赤十字募

金と募金運動が行われています。ご存知の

ように赤い羽根共同募金は、募金の約70％

は、募金をした地元で使われ、残りの約

30％は市区町村を超えて広域的な課題を解

決する為に、都道府県の範囲内で使われて

います。地元では高齢者福祉・児童・青少

年健全育成等に地域福祉活動資金として還

元されています。

　今年も10月1日、社協役員さんによる募

金活動、11月3日学園南いきいき子ども会の

子ども達で近鉄学園前駅にて元気いっぱい

募金への協力を呼びかけ、地域のみなさん

のご協力を得て大きな成果をあげています。

本当にご苦労様でした。

『赤い羽根共同募金・日本赤十字募金』
ご協力ありがとうございました

合 計

一丁目

自治会名・団体名

一丁目第２

パークスイーツ

二丁目

二丁目北

二丁目南

南 苑

三丁目

三丁目北

三丁目中

三丁目南

街頭募金 (社協役員 )

街頭募金(いきいき子ども会)

民生・児童委員協議会

207,000

25,000

6,000

27,500

32,000

6,750

9,500

32,500

22,750

15,000

18,000

12,000

306,931

67,500

4,000

12,500

1,000

11,500

10,000

29,700

40,000

19,500

0

12,500

26,766

61,965

10,000

267,900

52,500

2,000

16,000

26,600

13,000

26,000

51,500

38,500

19,000

8,200

14,600

-

-

-

赤い羽根共同募金

Ａ募金 Ｂ募金
日赤募金

実
行
委
員
長　

吉
村 

計
宣

仲川市長

元気な子どもたちと歌声交流 岡田由美子先生の独唱

音楽療法士の皆さんと
歌声で世界一周の旅
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広嶋嘉昭（三丁目）、森本徹也（三丁目）、脇本みな子（一丁目）、膳隆史（三丁目）

第 40 号

総務広報委員（敬称略）

西部公民館館長　松田洋子
「学園前アートフェスタの財産」

平素は学園南地域の皆さまには大変お世話になり、ありがとうございます。
さて、昨秋の「学園前アートフェスタ」。私も一参加者として全ての会場を回らせていただきました。
そして感じたことは、会場のある地域がとても広くなったこと、行く先々でお会いするスタッフの皆
さんやお客さま方同士の、あたたかな交流があることです。
5年間の積み重ねが、当初からの趣旨である “街育” に確かにつながっていると感じました。
いろいろな課題はあるかと思いますが、「学園前アートフェスタ」を通してのつながりを地域の財産
として、大事にしていきたいと思います。
そして “公民館” もまた、地域のつながりが生まれる場所です。
つながりがどんどん広がり、大きな輪となっていくことを願い、これからも取り組んでまいります。

西部公民館5階 ギャラリーGM-1

西部公民館3階 帝塚山学園18号館

文華ホール 淺沼記念館告知ライブ

旧福本家住宅


